
 

【記載例】領収書等貼付用紙 

２  ３  １   医療機関コード（７桁） 保険医クリニック 

250,000 ２８６,０００ 

 

◯1-2桁目 都道府県番号：愛知県は「２３」 

◯３桁目   点数表番号  ：医科は「１」、歯科は「３」 

 

１．「貼付例」を参考に、補助対象期間内（２０２０年１２月１５日～２０２１年３月３１日）に購入した物品や、その期間が適用となっている支払の「領収書等の写し」を貼り

付けて下さい。年払いの委託料や賃料、保険料など補助対象期間以外に支払った領収書等でも、対象期間内にかかる支払額を按分して計上することができます。 

２．レシートや通帳（口座名義が分かる部分も添付）、振込明細等の写しの貼付でもよいです。 

３．「領収書等の写し」に、支出内容の具体的な記述がない場合は、余白等にその購入品目や支出内容（例えば、●月●日～●月●日までの家賃）、支払先、対象の支払

金額を記入します。レシート等、医療機関名の記載のない場合は、医療機関のゴム印を押すなどして医療機関名を明記して下さい。 

４．家賃や委託料などは、「賃貸借契約書」「委託契約書」等の提出を求められる場合があります。 

５．３月３１日までに納品された物品の支払が実績報告書の提出に間に合わない場合などは、「納品書」と「請求書」を貼付し、余白等に「支払予定日」を記入します。 

６．貼付する領収書等が多いため、「領収書等貼付用紙」が複数枚になる場合は、ホッチキス等でまとめて提出して下さい。 

実績報告書（別紙）の「b_合計支出額（総事業費）」の金額 


